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Ⅰ 調査の概要 
 

１ 調査の目的 

平戸市では、高齢者の方々が安心して地域で暮らすことのできるまちの実現をめざし、「平

戸市高齢者福祉計画・平戸市介護保険事業計画」を平成 20年度に見直します。 

本調査は、同計画の策定にあたり、市内の高齢者・要介護（支援）認定者の生活状況や介

護のあり方に対するご意見などを広くお聞きし、計画に反映していくことを目的に実施した

ものです。 

 

２ 調査の実施概要 

（１）調査期間 

平成 20年 6月～7月（調査基準日：6月 1日） 

 

（２）調査の区分 

調査名 調査対象者 調査方法 

① 一般高齢者調査 
要介護（支援）認定を受けていない 65

歳以上の市民 

民生委員及び市職員の

訪問による配布・回収 

② 在宅認定者調査 
要介護（支援）認定を受けており、自宅

で生活している 65 歳以上の市民 

民生委員及び市職員の

訪問による配布・回収 

 

（３）配布・回収の状況 

調査名 調査数 有効票数 無効票数 有効回収率 

① 一般高齢者調査 1,000 1,000 0 100.0％ 

② 在宅認定者調査 700 700 0 100.0％ 

計 1,700 1,700 0 100.0％ 

 

３ 報告書の見かた 

○ 回答の割合を示すすべての数値は、少数第２位で四捨五入しています。このため、単数

回答結果の合計が必ずしも 100.0%に一致しない場合があります。 

○ 複数回答を求めた設問では、集計対象者総数に対する割合を示しており、合計が 100.0%

を超える場合があります。 

○ 図表中の「サンプル数（Ｎ）」は、集計対象者の総数、あるいは分類別の該当対象者数

を示しています。 
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Ⅱ 調査結果の概要 
 

１ 回答者の基本情報について 

一般高齢者・在宅認定者ともに、回答者は女性の割合が多く、特に在宅認定者においては

全体の７割を占めています。 

世帯の状況としては、半数近くが自身の配偶者や子どもと生活しており、これらの共同生

活者が自宅での介護を担っている場合、もしくは担うことになる場合が多いと考えられます。

このため、介護者自身の高齢化・要介護化への対応が今後の課題としてあげられます。また、

在宅認定者においては、約３割がひとり暮らしとなっており、家族による介護も難しい状況

がうかがえます。 

 

２ 日常生活の状況について 

○外出の状況【共通】 

 普段の外出頻度をみると、一般高齢者においては「ほとんど毎日」が最も高いのに対して、

在宅認定者においては「週に数回」が最も高くなっています。反対に、「ほとんど外出しない」

では、一般高齢者が約５％であるのに対し、在宅認定者は約 21％と４倍になっています。 

主な移動手段としては、いずれも「自動車」に次いで「徒歩」が高く、特に 75歳以上の一

般高齢者においてはおよそ７割が「徒歩」と回答しています。 

ほとんど外出をしない理由として、一般高齢者では「家事や仕事の忙しさ」が高かったの

に対して、在宅認定者においては「足腰の不自由さ」が約８割を占めており、違いがみられ

ます。また、在宅認定者においては、「外出の時に手助けをしてくれる人がいない」が約３割

を占めており、外出支援のサポートが今後の課題としてあげられます。 

 

○近所づきあい【共通】 

 近所づきあいの状況をみると、一般高齢者については「ときどき立ち話をする程度」が最

も高くなっているのに対し、在宅認定者については、「家へ上がって話をする近所の人がいる」

が最も高く、特に女性の割合が高くなっています。 

今後は、地域福祉の観点から、「困っている時に相談したり助け合ったりできる」近所づき

あいや地域のあり方が大切になるものと考えられます。 
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○運動の状況【一般高齢者】 

 一般高齢者の運動の状況をみると、「ほとんど毎日運動している」が約 44％と最も高くなっ

ているものの、「ほとんど運動していない」が約 20％を占めており、運動習慣のない人も多

い状況がうかがえます。 

また、取り組んでいる運動の種類は、「散歩（ウォーキング）」と「農作業・漁業」が高く、

習いごとやスポーツ活動よりも、日常生活の中での仕事や家事を行う上での軽作業が運動と

なっている場合が多い状況がうかがえます。 

介護予防の観点からも、要介護（支援）状態になることを防ぐために、日常生活の中で可能な

限り体を動かす機会を持つための支援が必要であると考えられます。 

 

３ 健康の状況について 

○健康に対する認識【一般高齢者】 

一般高齢者の現在の健康状態については、健康だと考える人が約７割以上と多くなってい

ます。 

介護保険の要介護認定の申請については、約９割が申請の経験がなく、そのほとんどが介

護保険サービスを利用する必要がないと考えています。 

健康への不安については、「がんや高血圧などの生活習慣病」や「足腰の衰え」がともに高

く、その対策については、特に転倒に対する予防意識が強く見られ、比較的女性の方が気を

つけている割合が高くなっています。 

「足腰の衰え」については、転倒等による骨折、要介護（支援）化につながることが想定

され、今後の介護予防への取り組みが重要になるものと考えられます。また、生活習慣病に

ついては、日常の生活習慣に起因する場合が多いことから、栄養等への配慮や自分でできる

ことは自分でするなど、個人に応じた取り組みが必要になるものと考えられます。 

 

○認知症への対応【一般高齢者】 

認知症への対策として必要なこととしては、「認知症の早期発見のための診断」が約 44％

と最も高く、予防や検診への意識が強い状況がうかがえます。一方、「認知症予防教室の開催」

も約 27％と高く、認知症の早期発見・予防に向けた支援の必要性がうかがえます。 
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４ 介護や介護予防について 

○介護保険サービス【在宅認定者】 

在宅認定者の介護保険サービスの利用状況については、約７割が利用している結果となっ

ています。サービス利用により変化したことについて、「以前とほとんど変わらない」という

割合が約半数を占めており、特に要介護 1 の回答者が最も変化を感じていないと回答してい

ます。 

また、介護保険サービス未利用の最も大きな要因として、家族などの介護者が身近にいる

ことがあげられ、次いで手続きの面倒さがあげられています。 

今後は、ひとり暮らし高齢者・高齢者夫婦世帯の増加とともに、さらなるサービス利用希

望が見込まれることから、サービスとの調和を伴った保険料の設定がより重要になってくる

ものと考えられます。 

 

○介護保険制度【共通】 

介護保険制度に対する理解度について、十分に理解していると答えた人は全体の１割に満

たない状況となっています。特に、サービスの種類や内容についての理解が低い結果となっ

ています。 

保険料については、在宅認定者が今ぐらいの水準でよいという回答が多かったのに対して、

一般高齢者は、サービスの質よりも保険料の値下げを望む人が多くなっており、意識の違い

がみられます。 

 

○介護予防事業【一般高齢者】 

介護予防事業については、平成 18年度以降、市で実施しているものの、一般高齢者の半数

が「知らない」と回答しています。 

できる限り介護を受けずに生活できるよう、介護予防の取り組みが大切になりますが、

そのための情報提供の方法、参加への呼びかけにも工夫が必要になるものと考えられます。 

 

○介護が必要になった時、今後の対応【共通】 

一般高齢者・在宅認定者の区別なく、回答者の多くが自宅での介護を望む結果となってい

ます。 

そのため、まず要介護状態に陥ることを防ぎ、介護サービスが必要になっても自宅で介護

を受けながら生活を続けられるよう、家族介護者に対する支援や地域の支え合いを深めてい

く必要があるものと考えられます。 
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５ 高齢者の福祉や保健について 

○生きがいづくり【共通】 

 生きがいを感じることとして、「友人や仲間とのつきあい」が最も多く、次いで「家族や孫

と過ごすこと」となっています。 

現在、高齢者の生きがいは、親しい人とのコミュニケーションや関わりの中で感じられて

いる傾向が強く、「特にない」という一定数の回答者においても、家族や地域を巻き込んだ生

きがいづくりの推進が求められるものと考えられます。 

 

○災害時の避難【共通】 

 災害発生時に自力避難ができないと答えた在宅認定者は、一般高齢者のおよそ 10 倍にの

ぼっています。 

自力避難が難しい人に対しては、「身近なとなり近所における支援」が最も求められており、

平常時からのとなり近所での支え合い・見守りなどの体制づくりが必要であると考えられま

す。 

 

○平戸市の福祉状況について【共通】 

平戸市は高齢者に関わる福祉・支援が充実したまちであるかとの設問に対して、「わからな

い」が最も高く、今後、地域に実感を与える福祉のまちづくりを進める必要があります。 

高齢者保健福祉施策で力をいれるべき点、また地域に求める役割については、一般高齢者・

在宅認定者ともに、「高齢者などの弱者に対する見守り」、「ひとり暮らしの高齢者や高齢世帯

への見守り」といった、「見守り」への要望が最も高くなっており、安心して日常生活を送る

ことができる、地域ぐるみの支援が求められているものと考えられます。 
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女性
59.9%

不明・
無回答
0.4%

男性
39.7%

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

女性
74.1%

不明・
無回答
0.9%

男性
25.0%

<単数回答>
N=700

在宅認定者

92.3

4.6

1.5

0.4

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

不明・無回答

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

3.0

10.0

23.1

29.7

32.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

不明・無回答

<単数回答>
N=700

在宅認定者

 

Ⅲ 調査の結果 
 

１ 回答者の基本情報 

1-1 あなたの性別はどちらですか。【共通】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-2 あなたの平成 20年 6月 1日（基準日）現在の年齢を教えてください。【共通】 
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25.5

11.5

13.2

3.8

16.8

16.7

11.3

1.2

0% 10% 20% 30%

平戸北部地区

平戸中部地区

平戸南部地区

度島地区

生月町

田平町

大島村

不明・無回答

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

28.0

13.4

13.4

1.4

19.6

18.9

4.3

1.0

0% 10% 20% 30% 40%

平戸北部地区

平戸中部地区

平戸南部地区

度島地区

生月町

田平町

大島村

不明・無回答

<単数回答>
N=700

在宅認定者

12.9

35.0

49.5

2.6

0% 20% 40% 60%

ひとり暮らし

高齢者（65歳以上の方）
のみの世帯

その他の世帯（高齢者で
ない配偶者、子どもなど

との同居）

不明・無回答

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

28.3

23.1

46.6

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ひとり暮らし

高齢者（65歳以上の方）
のみの世帯

その他の世帯（高齢者で
ない配偶者、子どもなど

との同居）

不明・無回答

<単数回答>
N=700

在宅認定者

 

1-3 あなたがお住まいの地区はどちらですか。【共通】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-4 あなたの世帯の状況を教えてください。【共通】 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 回答者の世帯の状況をみると、各対象者において「その他の世帯（高齢者でない配偶者、

子どもなどとの同居）」の割合が約半数と最も高くなっています。次いで、一般高齢者におい

ては「高齢者（65歳以上の方）のみの世帯」が 35.0％となっています。 

 一方、在宅認定者においては、「ひとり暮らし」が 28.3％となっています。 
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53.7

17.6

13.3

5.6

1.7

0.4

0.7

7.0

0% 20% 40% 60%

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

不明・無回答

<単数回答>
N=700

 

在宅認定者

 

1-5 あなたの要介護度は、次のどれにあてはまりますか。【在宅認定者】 
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時々ある
37.6%

いつも
一人きり
13.6%

不明・
無回答
1.6%

ほとんど
ない
47.2%

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

時々ある
42.0%

不明・
無回答
2.3%

ほとんど
ない
18.7%

いつも
一人きり
37.0%

<単数回答>
N=700

在宅認定者

時々ある
12.7%

いつも
一人きり
33.4%

ほとんど
ない
52.0%

不明・
無回答
1.9%

<単数回答>
N=700

在宅認定者

時々ある
13.3%

いつも
一人きり
15.3%

ほとんど
ない
70.5%

不明・
無回答
0.9%

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

 

２ 日常生活の状況について 

2-1 あなたは昼間、家の中で一人きりになることがありますか。【共通】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昼間、家の中で一人きりになるかについてみると、一般高齢者において「ほとんどない」

が 47.2％と最も高くなっています。次いで、「時々ある」が 37.6％となっています。 

 一方、在宅認定者においては「時々ある」が 42.0％と最も高く、次いで「いつも一人きり」

が 37.0％となっています。 

 

2-2 あなたは夜間、家の中で一人きりになることがありますか。【共通】 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 夜間、家の中で一人きりになるかについてみると、各対象者において「ほとんどない」が

最も高くなっているものの、「いつも一人きり」「時々ある」についても、一般高齢者はあわ

せて 28.6％、在宅認定者はあわせて 46.1％と多くなっています。 
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週に数回
24.6%

不明・
無回答
2.4%

ほとんど
外出
しない
5.0%

ほとんど
毎日
50.2%

月に数回
17.8%

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

週に数回
34.4%

不明・
無回答
4.4%

ほとんど
外出
しない
20.6%

ほとんど
毎日
15.9%

月に数回
24.7%

<単数回答>
N=700

在宅認定者

54.4

47.6

23.2

25.7

16.6

18.7

5.5

4.3

2.5

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=397)

女性(N=599)

ほとんど毎日 週に数回 月に数回

ほとんど外出しない 不明・無回答

<単数回答> 一般高齢者

18.3

15.2

30.9

35.6

19.4

26.6

26.9

18.5

4.6

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=175)

女性(N=519)

ほとんど毎日 週に数回 月に数回

ほとんど外出しない 不明・無回答

<単数回答> 在宅認定者

 

2-3 あなたは、普段どれくらい外出しますか。【共通】 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

普段の外出頻度をみると、一般高齢者においては「ほとんど毎日」が 50.2％と、約半数の

人がほとんど毎日外出しています。 

 在宅認定者においては、「週に数回」が 34.4％と最も高くなっています。また、一般高齢

者と比較し、「ほとんど外出しない」が 20.6％と高くなっています。 

 

○男女別 
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50.6

36.0

24.8

24.0

18.1

12.0 16.0 12.0

4.7

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳(N=969)

75歳以上(N=25)

ほとんど毎日 週に数回 月に数回

ほとんど外出しない 不明・無回答

<単数回答> 一般高齢者

18.7

15.3

30.8

35.0

22.0

25.2

25.3

20.0 4.5

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳(N=91)

75歳以上(N=600)

ほとんど毎日 週に数回 月に数回

ほとんど外出しない 不明・無回答

<単数回答> 在宅認定者

 

 男女別にみると、「ほとんど毎日」は、一般高齢者・在宅認定者ともに男性の割合が高く、

特に一般高齢者の男性においては 54.4％と半数以上を占めています。在宅認定者においては、

男女ともに「週に数回」が高く、こちらは女性が 35.6％と男性の割合を上回っています。 

 

○年齢（２区分）別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年齢別にみると、一般高齢者において、65～74 歳の半数以上が「ほどんど毎日」と回答し

たのに対して75歳以上では36.0％にとどまっており、反対に「ほとんど外出しない」は16.0％

と大きくなっています。 

 一方、在宅認定者においては、一般高齢者のような年齢差はみられない結果となっていま

す。 
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38.9

4.9

6.6

11.2

2.2

55.0

5.0

1.7

0% 20% 40% 60%

徒歩

自転車

オートバイ

バス

タクシー

自動車

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=926

一般高齢者

29.1

6.1

6.7

6.7

1.1

68.2

3.5

1.9

45.4

4.0

6.5

14.3

2.9

46.1

6.0

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩

自転車

オートバイ

バス

タクシー

自動車

その他

不明・無回答

男性(N=397) 女性(N=599)

<複数回答> 一般高齢者

 

2-4 普段外出をされている方のみにお聞きします。 
日常の買い物など、外出の際のあなたの主な移動手段は何ですか。【一般高齢者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 普段の移動手段をみると、「自動車」の割合が 55.0％と最も高くなっています。次いで、「徒

歩」が 38.9％、「バス」が 11.2％、「オートバイ」が 6.6％となっています。 

 

○男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男女別にみると、男性の移動手段として最も高いのは「自動車」で 68.2％、次いで「徒歩」

が 29.1％となっています。一方、女性は「自動車」の 46.1％、「徒歩」の 45.4％の順に高く

なっています。また、バス利用については、男性の 6.7％に対して女性は２倍以上の 14.3％

となっており、男女差がみられます。 
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6.6

2.2

55.6

5.1

1.8

72.2

16.7

5.6

16.7

27.8

0.0

0.0

38.2

11.2

4.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩

自転車

オートバイ

バス

タクシー

自動車

その他

不明・無回答

65～74歳(N=905) 75歳以上(N=18)

<複数回答> 一般高齢者

 

○年齢（２区分）別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年齢別にみると、65 歳～74 歳は「自動車」が 55.6％、次いで「徒歩」が 38.2％となって

いるのに対し、75 歳以上になると「徒歩」が 72.2％、次いで「自動車」が 27.8％と大きく

逆転しています。その他、75 歳以上の移動手段としては、「自転車」や「バス」が多い傾向

となっています。 

 

○ その他【一般高齢者】 

・電車  ・船（離島のため） ・電動車いす   ・ふれあいバス 

・トラクター  ・施設の車  ・押し車     ・鉄道  

・家族の車  ・友人たちとグループで外出する  

 



 

 
 

-14- 

24.0

4.0

24.0

2.0

6.0

6.0

4.0

10.0

8.0

8.0

4.0

38.0

10.0

18.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

足腰が不自由

目や耳が不自由

自分で自動車の運転ができない

公共交通機関が不便

道路の段差や建物の階段などが
危険・不便

運動や趣味を楽しむ場が近くにない

外出の時に手助けをしてくれる人が
いない

経済的な理由

一緒に出かける仲間や友人がいない

行事や集まりに参加したくない

行事や集まりにどうすれば
参加できるのかがわからない

家事や仕事が忙しい

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=50

一般高齢者

81.3

20.1

37.5

22.9

36.1

10.4

29.2

6.3

19.4

18.8

3.5

2.1

4.9

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

足腰が不自由

目や耳が不自由

自分で自動車の運転ができない

公共交通機関が不便

道路の段差や建物の階段などが
危険・不便

運動や趣味を楽しむ場が近くにない

外出の時に手助けをしてくれる人が
いない

経済的な理由

一緒に出かける仲間や友人がいない

行事や集まりに参加したくない

行事や集まりにどうすれば
参加できるのかがわからない

家事や仕事が忙しい

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=144

在宅認定者

 

2-5 ほとんど外出しない方のみにお聞きします。 
あなたが外出しない理由は何ですか。【共通】 
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外出しない理由をみると、一般高齢者において「家事や仕事が忙しい」の割合が 38.0％と

最も高く、次いで、「足腰が不自由」と「自分で自動車の運転ができない」が 24.0％となっ

ています。 

一方、在宅認定者においては「足腰が不自由」の割合が 81.3％と最も高くなっており、一

般高齢者との違いが大きくなっています。 

 

○その他【一般高齢者】 

・人との会話がいや   ・外出したい希望がないため 

・病気と仕事で疲れている  ・母がいるので、外出できません 

・病気で入院中   ・92 歳の母の世話をしている(寝たきり） 

・特に用事がない   ・心臓が悪く息切れする。長生きできない 

・目的地に洋式トイレがない。バスの補助台をお願いします(生月バスのような） 

 

○その他【在宅認定者】 

・病院に月１回連れていってもらう ・心臓や肺が悪くあまり動けない 

・家の周りで足腰運動   ・足腰運動くらい 

・入院中    ・歩くと体が疲れる 

・健康面、人工肛門をつけている ・外出先の食事、トイレが心配になる 

・わだつみ以外には行けない  ・要介護５の娘がおり外出しづらい 

・今年５月位までは外出しなかったが、この頃少し外出するようになった 
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11.0

35.8

29.5

3.7

14.0

2.1

1.4

2.5

0% 20% 40% 60%

あいさつをする程度

ときどき立ち話をする程度

家へ上がって話をする近所の
人がいる

食事に一緒に行ったり、
家族ぐるみでつきあっている

困っているときに、相談したり
助けあったりしている人がある

ほとんどつきあいはない

その他

不明・無回答

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

18.3

26.1

31.3

1.0

9.3

6.7

3.3

4.0

0% 10% 20% 30% 40%

あいさつをする程度

ときどき立ち話をする程度

家へ上がって話をする近所の
人がいる

食事に一緒に行ったり、
家族ぐるみでつきあっている

困っているときに、相談したり
助けあったりしている人がある

ほとんどつきあいはない

その他

不明・無回答

<単数回答>
N=700

在宅認定者

16.1

7.7

39.5

33.4

23.2

33.9

10.3

16.5

3.0

4.2 1.2

3.5

1.3

1.5

2.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=397)

女性(N=599)

あいさつをする程度

ときどき立ち話をする程度

家へ上がって話をする近所の人がいる

食事に一緒に行ったり、家族ぐるみでつきあっている

困っているときに、相談したり助けあったりしている人がある

ほとんどつきあいはない

その他

不明・無回答

<単数回答> 一般高齢者

 

2-6 となり近所とのおつきあいはどうですか。【共通】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 となり近所とのつきあいの状況をみると、一般高齢者において「ときどき立ち話をする程

度」が 35.8％と最も高く、次いで「家へ上がって話をする近所の人がいる」が 29.5％となっ

ています。 

 一方、在宅認定者においては、「家へ上がって話をする近所の人がいる」が 31.3％と最も

高く、次いで、「ときどき立ち話をする程度」が 26.1％となっています。 

 

○男女別 
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22.9

16.6

33.7

23.9

18.3

35.6

6.3

10.4

9.7

5.6

0.8

1.7 4.0

3.1

3.4

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=175)

女性(N=519)

あいさつをする程度

ときどき立ち話をする程度

家へ上がって話をする近所の人がいる

食事に一緒に行ったり、家族ぐるみでつきあっている

困っているときに、相談したり助けあったりしている人がある

ほとんどつきあいはない

その他

不明・無回答

<単数回答> 在宅認定者

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 男女別にみると、一般高齢者・在宅認定者ともに「あいさつをする程度」、「ときどき立ち

話をする程度」の近所づきあいは、特に男性が高く、「家へ上がって話をする近所の人がいる」 

「困っている時に、相談したり助けあったりしている人がある」の近所づきあいについては、

特に女性が高くなっています。 

 

○その他【一般高齢者】 

・必要であれば話す    ・知人がよく寄る 

・入院中につき、つきあったことがない  ・たまに親戚のおばさん方に行って話す 

・毎日近所のつきあいを大事にしている  ・糖尿病で 15年くらい前から通院している 

・現在田舎といえども隣の人何をする人ぞです                 など 

 

○その他【在宅認定者】 

・近所に人がいない   ・あまり他人と話したくない 

・糖尿病    ・食事用、買い物 

・買い物に出かける   ・近所の方とは仲良くしている 

・デイケアのみ   ・外出しないのでつきあいがない 

・１か月１回佐世保病院に車をやとって行っています 

・近くの甥っこがおかずをつくってくる 

・以前は友達が来ていたが、来なくなってしまった 

・病院に行く時、デイサービスを利用する時 

・自分からの会話はできない。自宅外はデイサービスのみ 

・家族が外泊の場合はセンターへ宿泊する。週３回デイサービスへお世話になっています 
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43.5

16.1

11.1

4.9

19.5

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ほとんど毎日
運動している

週に３回以上
運動している

週に１～２回は
運動している

月に１～２回は
運動している

ほとんど
運動していない

不明・無回答

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

44.0

28.0

16.1

20.0

11.0

16.0

19.5

24.0 12.0

5.1

0.0

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳(N=969)

75歳以上(N=25)

ほとんど毎日運動している 週に３回以上運動している

週に１～２回は運動している 月に１～２回は運動している

ほとんど運動していない 不明・無回答

<単数回答> 一般高齢者

 

・市民病院は週に数回リハビリや主治医師の診察に行くことがある。たまに買い物に行く

こともある 

・つきあいたいが近所まで遠く、また日中は不在な家が多いのでつきあいは少ない 

・食事に行くことはないが家族ぐるみで毎日行き来して助け合っている 

・家の方に上がっていただき、話をする近所の人がいる             など 

 

2-7 あなたは、普段どれくらい運動しますか。【一般高齢者】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動の状況をみると、「ほとんど毎日運動している」の割合が 43.5％と最も高くなってい

ます。次いで、「ほとんど運動していない」が 19.5％となっています。 

 

○年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年齢別にみると、「ほとんど毎日運動している」は、65～74 歳では 44.0％であるのに対し、

75歳以上になると 28.0％と 20ポイント近く下がっており、その他の項目については 75歳以

上がほとんど上回っています。 



 

 
 

-19- 

47.0

3.0

5.4

0.4

1.5

10.4

46.8

8.9

2.0

0% 20% 40% 60%

散歩（ウォーキング）

ジョギング

グラウンドゴルフ

ゲートボール

水泳

体操

農作業・漁業

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=756

一般高齢者

 

2-8 普段、運動をされている方のみにお聞きします。 
その運動は何ですか。【一般高齢者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 運動の種類をみると、「散歩（ウォーキング）」の割合が 47.0％と最も高く、次いで、「農

作業・漁業」が 46.8％となっており、この 2項目の割合が特に高くなっています。 

 

○居住地域別 

単位：％ 

 標
本
数 

散
歩
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
） 

ジ
ョ
ギ
ン
グ 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル 

水
泳 

体
操 

農
作
業
・
漁
業 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

全体 
756 

100.0 

355 

47.0 

23 

3.0 

41 

5.4 

3 

0.4 

11 

1.5 

79 

10.4 

354 

46.8 

67 

8.9 

15 

2.0 

平戸北部地区 193 56.5 3.6 4.7 - 2.6 13.5 34.2 10.4 3.1 

平戸中部地区 89 32.6 5.6 1.1 - - 2.2 65.2 6.7 2.2 

平戸南部地区 102 39.2 2.0 2.0 - - 14.7 55.9 7.8 3.9 

度島地区 32 50.0 - - - - 3.1 68.8 - - 

生月町 136 52.2 2.2 14.0 - 2.2 15.4 39.0 4.4 0.7 

田平町 123 45.5 4.1 4.1 0.8 2.4 8.1 40.7 16.3 1.6 

大島村 75 41.3 - 5.3 2.7 - 5.3 58.7 9.3 - 
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居住地域別にみると、どの地域でも「散歩（ウォーキング）」の割合が高いのに対して、「農

作業・漁業」がそれを上回っているのが、平戸中部地区、平戸南部地区、度島地区、大島村

となっています。 

その他の項目について、「ジョギング」の割合は平戸中部地区、「グラウンドゴルフ」の割

合は生月町、「ゲートボール」の割合は大島村、「水泳」の割合は平戸北部地区、「体操」の割

合は生月町がそれぞれ最も高くなっています。 

 

○その他【一般高齢者】 

・庭の草取り   ・家庭菜園      ・卓球 

・ソフトバレー     ・畑仕事   ・太極拳 

・仕事       ・リハビリ     ・ゴルフ 

・犬の散歩   ・腹筋    ・輪投げなど 

・バドミントン  ・野球    ・花壇の手入れ  

・エクササイズトレーニング ・サイクリング   ・サッカー 

・家の中でラジオ体操  ・足踏み   ・家の中のことすべて 

・踊り   ・体操、筋トレ   ・園芸 

・素振り   ・マイボート   ・買い物 

・犬の散歩、軽い農作業 ・山歩き、魚釣り・釣り、登山 

・月に３回ほど踊りを習って練習 

・毎日家族他バタバタと動きまわっています 

・室内でストレッチ、自転車こぎ、ルームウォーカー 

・庭の草取り、掃除などで、家と外で動いている 



 

 
 

-21- 

不明・
無回答
2.4%

だいたい
１日３食
89.5%

だいたい
１日２食
5.4%

特に
決まって
いない
2.7%

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

だいたい
１日２食
6.6%

不明・
無回答
1.1%

だいたい
１日３食
90.0%

特に
決まって
いない
2.3%

<単数回答>
N=700

在宅認定者

 

2-9 あなたは、食事を規則正しく食べていますか。【共通】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

食事の状況をみると、各対象者において「だいたい 1 日 3 食」が約９割と最も高くなって

います。次いで、「だいたい 1日 2食」が一般高齢者では 5.4％、在宅認定者では 6.6％となっ

ています。 
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やや
そう思う
36.3%

あまり
思わない
20.9%

そう思う
37.0%

まったく
思わない
4.3%

不明・
無回答
1.5%

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

37.4

28.0

36.5

28.0

20.7

32.0 8.0

4.3

4.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳(N=969)

75歳以上(N=25)

そう思う ややそう思う あまり思わない

まったく思わない 不明・無回答

<単数回答> 一般高齢者

 

３ 健康の状況について 

3-1 現在、あなたは健康だと思いますか。【一般高齢者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康の状況をみると、一般高齢者において「そう思う」が 37.0％と最も高くなっています。

次いで、「ややそう思う」が 36.3％、「あまり思わない」が 20.9％となっています。 

 

○年齢（２区分）別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、65～74 歳は「そう思う」「ややそう思う」が 73.9％を占めるのに対して、

75歳以上になると 56.0％と下回っています。 
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89.4

1.0

1.2

8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

申請していない

申請中もしくは
これから申請する予定

申請したが「非該当
（自立）」であった

不明・無回答

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

82.8

1.1

2.3

2.2

3.4

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護保険サービスを
利用する必要がないから

家族に介護してもらって
いるから

申請の方法が
わからないから

費用がかかるから

その他

不明・無回答

<単数回答>
N=894

一般高齢者

 

3-2 介護保険の要介護認定の申請をしたことがありますか。【一般高齢者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 要介護認定の申請経験の有無についてみると、「申請していない」が 89.4％と最も高い割

合を占めており、要介護認定を申請していない回答者が多い結果となっています。 

 

3-3 要介護認定を申請されていない方のみにお聞きします。 

申請をしない理由は何ですか。【一般高齢者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請しない理由をみると、「介護保険サービスを利用する必要がないから」が 82.8％と最

も高い割合を占めており、多くの一般高齢者が介護保険サービスを利用する必要がないと考

える結果となっています。 

 

○その他【一般高齢者】 

・申請するまでに年齢がなっていない  ・現在必要ないから 

・今のところ必要でないから      ・働いている  

・今のところ健康なので        ・介護されなくてもよい 

・まだ元気だから           ・健康で暮らしているから 

・今後、申請しようと思っている 

・今のところ自分で何でもできますが、不自由になれば申請します 
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35.1

7.6

4.3

34.8

4.0

4.8

16.1

9.3

24.6

3.4

9.6

0% 10% 20% 30% 40%

がんや高血圧などの
生活習慣病

生活リズムの乱れ、
よく眠れないこと

栄養のバランスが悪いこと

足腰の衰え

健康診断を受けていないこと

認知症（痴呆）

歯の健康

ストレスを強く感じていること

特にない

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=1,000

一般高齢者

 

・要介護はまだ考えたことがないが、いつかは申請する時がくると思います 

・今のところ自分でやれているので、やれる間だけでも自分でと思っている 

 

3-4 健康のことについて、何か不安なことはありますか。【一般高齢者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 健康について不安なことをみると、「がんや高血圧などの生活習慣病」が 35.1％と最も高

くなっています。次いで、「足腰の衰え」が 34.8％、「特にない」が 24.6％となっています。 
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41.3

35.0

5.0

19.1

5.0

31.2

8.3

4.8

34.9

3.3

5.7

14.2

12.0

25.0

2.3

10.2
8.1

23.9

5.3

3.5

3.5

6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

がんや高血圧などの生活習慣病

生活リズムの乱れ、よく眠れないこと

栄養のバランスが悪いこと

足腰の衰え

健康診断を受けていないこと

認知症（痴呆）

歯の健康

ストレスを強く感じていること

特にない

その他

不明・無回答

男性(N=397) 女性(N=599)

<複数回答> 一般高齢者

 

○男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別にみると、特に「がんや高血圧などの生活習慣病」や「歯の健康」については男性

が高く、反対に「認知症（痴呆）」や「ストレスを強く感じていること」については女性が高

くなっています。 
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35.6

4.0

16.2

3.5

16.0

8.0

4.0

44.0

4.0

4.0

16.0

4.0

20.0

0.0

24.0

34.7

7.6

4.3

4.9

9.5

24.8

9.0

0% 20% 40% 60%

がんや高血圧などの生活習慣病

生活リズムの乱れ、よく眠れないこと

栄養のバランスが悪いこと

足腰の衰え

健康診断を受けていないこと

認知症（痴呆）

歯の健康

ストレスを強く感じていること

特にない

その他

不明・無回答

65～74歳(N=969) 75歳以上(N=25)

<複数回答> 一般高齢者

 

○年齢（２区分）別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、65～74 歳と 75 歳以上を比較して最も割合が上がったものは「足腰の衰

え」で 10 ポイント高い 44.0％となっており、逆に下がったものとしては「がんや高血圧な

どの生活習慣病」が半数以下の 16.0％、「ストレスを強く感じていること」も半数以下の 4.0％

となっています。 

 

○その他【一般高齢者】 

・喘息、心臓病             ・糖尿病 

・心臓病、血糖値が高い         ・Ｃ型肝炎ウイルス 

・がんの手術後のため再発が不安である  ・食道がん手術 

・眼(緑内障）、ひどい便秘        ・胃、頭痛 

・糖尿病予備軍             ・気管支炎 

・肺に影があると言われた。アスベストが気になる 

・月に１回、診察を受け服用中 

・現在、治療中。(心筋）であるが、不安である 

・透析中のため、現在の状態を維持する  

・全部不安ですが、予防できることはしたい 

・夫の介護が必要になったので、体力の不安が広がっている 
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はい
72.3%

いいえ
23.0%

不明・
無回答
4.7%

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者
不明・
無回答
1.4%

はい
96.6%

いいえ
2.0%

<単数回答>
N=700

在宅認定者

 

3-5 かかりつけの医師がいますか。【共通】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かかりつけの医師の有無をみると、各対象者において「はい」が「いいえ」に比べて高く、

かかりつけの医師がいる回答者が多い結果となっています。しかしながら、一般高齢者にお

いては、「いいえ」が 23.0％を占めています。 



 

 
 

-28- 

77.5

20.4

43.2

1.7

1.6

0.8

0.4

1.2

4.6

1.3

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

かかりつけの医師

民生委員

市役所の保健師や
福祉担当職員

ケアマネジャーや
地域包括支援センター

ホームヘルパーや
施設の職員など

相談する相手がいない

相談する必要がない

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=1,000

一般高齢者

 

3-6 健康の不安について相談する相手はいますか。【共通】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 健康の不安に関する相談相手をみると、各対象者において「家族・親族」の割合が一般高

齢者では 77.5％、在宅認定者では 73.3％で最も高く、次いで、「かかりつけの医師」が一般

高齢者では 43.2％、在宅認定者では 65.1％となっており、この２項目の割合が特に高くなっ

ています。 

73.3

17.7

65.1

11.9

7.4

21.6

21.9

1.3

0.9

1.1

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

かかりつけの医師

民生委員

市役所の保健師や
福祉担当職員

ケアマネジャーや
地域包括支援センター

ホームヘルパーや
施設の職員など

相談する相手がいない

相談する必要がない

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=700

v

在宅認定者
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75.1

2.0

1.5

0.5

2.0

79.6

25.2

42.4

1.5

1.7

0.5

0.3

0.7

3.0

0.8

4.0

13.4

44.8

1.3

2.0

6.8

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

かかりつけの医師

民生委員

市役所の保健師や
福祉担当職員

ケアマネジャーや
地域包括支援センター

ホームヘルパーや
施設の職員など

相談する相手がいない

相談する必要がない

その他

不明・無回答

男性(N=397) 女性(N=599)

<複数回答> 一般高齢者

81.1

10.9

12.0

20.6

0.6

71.1

18.3

64.0

12.3

6.0

20.2

22.4

1.7

1.0

1.2

1.7
1.7

0.6

0.0

25.1

68.6

16.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

かかりつけの医師

民生委員

市役所の保健師や
福祉担当職員

ケアマネジャーや
地域包括支援センター

ホームヘルパーや
施設の職員など

相談する相手がいない

相談する必要がない

その他

不明・無回答

男性(N=175) 女性(N=519)

<複数回答> 在宅認定者

 

○男女別 
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35.2

52.3

49.1

39.2

48.8

37.7

9.0

9.6

2.8

3.6

0% 20% 40% 60%

転倒をしないように
気をつけている

運動不足にならない
ように体を動かしている

身の回りのことは自分で
するよう心がけている

家族や近隣の人との
会話やつきあいを
もつようにしている

食事に気をつけている

歯をしっかり磨いている
（または入れ歯を
洗浄している）

歯医者で定期的に歯の
健康チェックを受けている

特にない

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=1,000

一般高齢者

 

 男女別にみると、一般高齢者については男女ともに「家族・親族」「かかりつけの医師」「友

人・知人」が大半を占めており、女性の方が男性より「友人・知人」に相談する割合が高く

なっています。 

一方、在宅認定者については、「家族・親族」に相談する割合は女性よりも男性が高くなっ

ています。 

 

○その他【一般高齢者】 

・まだ不安に思ったことがない  ・生活支援員、看護師（施設のスタッフ） 

・毎月一回町外の医師   ・必要に応じて病院に行く 

・現在は必要ない   ・民生委員に相談しようと思っています 

・区長    ・娘が看護師でケアマネジャーの資格あり 

・子どもたちが遠いので、すぐに電話で相談しています 

 

○その他【在宅認定者】 

・訪問看護師    ・自宅へ毎日来る者、ヘルパー 

・できれば１人でしようと思っている 

・福岡に嫁いでいる娘（１人）です。健康でないので仕事をしていません 

 

3-7 あなたは、健康状態が悪くならないように気をつけていることはありますか。

【一般高齢者】 
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20.4

31.7

40.8

8.6

3.5

45.2

54.3

52.6

44.4

54.3

41.1

9.3

6.0

2.7

3.2

49.6

44.1

33.0

15.1

3.0

0% 20% 40% 60% 80%

転倒をしないように気を
つけている

運動不足にならないように
体を動かしている

身の回りのことは自分で
するよう心がけている

家族や近隣の人との会話や
つきあいをもつようにしている

食事に気をつけている

歯をしっかり磨いている（または
入れ歯を洗浄している）

歯医者で定期的に歯の
健康チェックを受けている

特にない

その他

不明・無回答

男性(N=397) 女性(N=599)

<複数回答> 一般高齢者

 

 健康状態が悪くならないように気をつけていることをみると、「運動不足にならないように

体を動かしている」が 52.3％と最も高く、次いで「身の回りのことは自分でするよう心がけ

ている」が 49.1％、「食事に気をつけている」が48.8％となっています。 

 

○男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別にみると、ほとんどの項目について女性が男性を大幅に上回っており、特に「転倒

をしないように気をつけている」では、24.8 ポイント上回って差が大きくなっています。 
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34.8

39.2

49.1

9.1

2.9

56.0

48.0

48.0

48.0

40.0

44.0

8.0

4.0

0.0

16.0

2.9

9.8

37.8

49.2

52.5

0% 20% 40% 60% 80%

転倒をしないように気を
つけている

運動不足にならないように
体を動かしている

身の回りのことは自分で
するよう心がけている

家族や近隣の人との会話や
つきあいをもつようにしている

食事に気をつけている

歯をしっかり磨いている（または
入れ歯を洗浄している）

歯医者で定期的に歯の
健康チェックを受けている

特にない

その他

不明・無回答

65～74歳(N=969) 75歳以上(N=25)

<複数回答> 一般高齢者

 

○年齢（２区分）別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、65～74 歳と 75歳以上を比較して割合が上がっている項目は、「転倒をし

ないように気をつけている」「家族や近隣の人との会話やつきあいをもつようにしている」「歯

をしっかり磨いている（または入れ歯を洗浄している）」となっています。 

一方、「食事に気をつけている」については、割合が減少しています。 

 

○その他【一般高齢者】 

・歯周病でも内科の方に影響が及ぶとのことで、テレビの説明だったので驚くとともに、

一か月に１回は検診を続けて 13年です 

・止血が難しいので、ケガをしないように気をつけている 

・病院の薬を毎日忘れずに飲むようにしている 

・特別運動することはできないが、いろいろ家事の中で工夫している 

・禁酒、禁煙、薬に頼らない、気をつけているが常に不安はあります 

・健康食品を飲んでいる 

・整体治療をしている 

・ダイエットのため、食べ過ぎないこと 

・野菜を多くとる食事をに気を付けている 

・腰の状態が悪いから気を付けている 

・気にはなっているが、現在はしていない 
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27.0

20.0

23.4

43.9

23.2

14.9

17.4

8.3

1.5

13.8

0% 20% 40% 60%

認知症予防教室
の開催

家族へのカウンセリング
の充実

認知症に関する相談窓口
の充実

認知症の早期発見のため
の診断

地域の見守り・支援体制
づくり

認知症サポーター養成
講座の開催

わからない

特別必要ない

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=1,000

一般高齢者

 

・月１回病院で受診 

・認知症にならないようにとおしゃべりをするようにしている 

・食事をとらないようにしている。腸が詰まるから、点滴とドリンクのみ 

・毎月１回ないし２回かかりつけ医に健康チェックしてもらっている。月１回の投薬も 

 

3-8 「認知症」とは、脳の疾患（しっかん）を原因として記憶・判断力などの障

害がおこり、日常の生活に支障が出る状態のことです。認知症への対策として、

どのようなことが必要だと思いますか。【一般高齢者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 必要だと思う認知症への対策をみると、「認知症の早期発見のための診断」の割合が 43.9％

と最も高くなっています。次いで、「認知症予防教室の開催」が 27.0％、「認知症に関する相

談窓口の充実」が 23.4％、「地域の見守り・支援体制づくり」が 23.2％となっています。 

 

○その他【一般高齢者】 

・早期発見、早期治療   ・人との会話 

・遺伝だと思う   ・年齢もあるが、最近物忘れが出てきた 

・現在異常はありません   

・テレビなどで少し知っていますが、大変なことのようです。本人も周りも 

・今のところ必要ないと思う。自分なりに考えて生活している 

・自分のことは、自分でする。新聞をよく読むことなどで予防 

・認知症の対策になることは、すべて実施されたし 
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41.4

5.0

8.0

3.0

18.0

9.3

3.1

12.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

在宅介護サービス（訪問介護・
入浴・看護、通所介護など）を

受けるため

住宅改修、福祉用具貸与・
購入のみのサービスを
利用するため

介護保険以外の保健福祉
サービスを受けるため

介護保険施設に入所を
考えているため

家族や知人、主治医に
すすめられたため

いざという時のために、
認定だけ受けた

その他

不明・無回答

<単数回答>
N=700

在宅認定者

 

４ 介護や介護予防について 

4-1 要介護認定を申請した理由は何ですか。【在宅認定者】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 要介護認定を申請した理由をみると、「在宅介護サービス（訪問介護・入浴・看護、通所介

護など）を受けるため」の割合が 41.4％と最も高くなっています。次いで、「家族や知人、

主治医にすすめられたため」が 18.0％となっています。 

 

○その他【在宅認定者】 

・けがのため 

・病気のため 

・障害のため 

・忘れた 

・民生委員のすすめで認定申請した 

・１人で家にいることができなくなったため、テレビも見ることができなくなったため（こ

わくなったので） 

・妻が長期不在になり、具合が悪くなった 

・１月の末に、自分自身の事や先祖を守って行事を考え急にさみしくなり、夜眠れず食事

も進まず外に出て行く事もいやになり、両足曲がらず動く事がいやになり、何もしづら

くなってしまった。娘に電話して介護を受けるように勧められました 
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29.0

12.9

14.9

5.1

7.6

1.6

2.3

3.0

11.6

12.1

0% 10% 20% 30% 40%

高齢による衰弱

脳血管疾患（脳卒中など）

転倒・骨折

心臓病

関節疾患（リウマチなど）

認知症

糖尿病

わからない

その他

不明・無回答

<単数回答>
N=700

在宅認定者

22.3

31.2

25.7

8.5

6.3

17.9

7.4

8.9

2.3 14.3

10.6

12.6

11.94.4

4.0

1.3

1.7

2.5

3.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=175)

女性(N=519)

高齢による衰弱 脳血管疾患（脳卒中など） 転倒・骨折

心臓病 関節疾患（リウマチなど） 認知症

糖尿病 わからない その他

不明・無回答

<単数回答> 在宅認定者

 

4-2 あなたが要介護状態になった主な原因は次のどれですか。【在宅認定者】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 要介護状態になった理由をみると、「高齢による衰弱」が 29.0％と最も高くなっています。

次いで、「転倒・骨折」が 14.9％、「脳血管疾患（脳卒中など）」が 12.9％となっています。 

 

○男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別にみると、要介護状態になった原因として、男性では「脳血管疾患（脳卒中など）」

が女性の約 3 倍の 25.7％と最も高いのに対して、女性では「高齢による衰弱」が最も高く、

全体の 3 割を占めています。また、「転倒・骨折」や「関節疾患（リウマチなど）」について

も女性が男性の約 2倍以上となっています。 
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7.7

32.2

29.7

10.2

12.1

15.5

6.6 5.5

7.8

4.4

2.0

18.7

10.5

11.0

12.34.8

1.7

1.1

3.0

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳(N=91)

75歳以上(N=600)

高齢による衰弱 脳血管疾患（脳卒中など） 転倒・骨折

心臓病 関節疾患（リウマチなど） 認知症

糖尿病 わからない その他

不明・無回答

<単数回答> 在宅認定者

 

○年齢（２区分）別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、65～74 歳では 7.7％だった「高齢による衰弱」が、75歳以上になると約

4 倍の 32.2％となっているのに対し、「脳血管疾患（脳卒中など）」は 29.7％から約 20 ポイ

ント下がった 10.2％となっています。 

 

○その他【在宅認定者】 

・交通事故         ・喘息         ・パーキンソン病 

・視力障害         ・知的障害（中級度）  ・足が不自由だから 

・足切断のため       ・腰痛、足・膝の痛み  ・仕事中のケガ 

・腎臓疾患（透析のため）  ・病気のため      ・高血圧と腰痛 

・脊髄損傷         ・肺疾患  

・薬の副作用により動けなくなった 

・腰と歩行困難である事 

・骨粗しょう症のため足が悪くなった 

・病気はないのですが、トイレもいけない（１人では） 

・生まれつき目が悪い 

・内臓の手術をして身体が不自由になった 

・わがままな性格で困っているため 

・小児麻痺による肢体不自由に伴う障害と妻の入院 

・脳梗塞で倒れたため入院 

・目が不自由、身障者手帳２級 



 

 
 

-37- 

利用して
いない
17.3%

利用
している
71.3%

不明・
無回答
11.4%

<単数回答>
N=700

在宅認定者

23.4

16.4

48.1

6.4

5.6

0% 20% 40% 60%

以前より自分でできる
ことが増えた

自分でしないことが多く
なり、以前より自分で
できることが減った

以前とほとんど変わらない

その他

不明・無回答

<単数回答>
N=499

在宅認定者

 

・骨粗しょう症で２か月寝込んだため 

・腰の手術後、歩けなくなった。下肢のしびれ大 

・腰痛のため、足が弱り、歩行が困難になった 

・要注意しているので                           など 

 

4-3 あなたは、介護保険サービスを利用していますか。【在宅認定者】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険サービス利用の有無についてみると、「利用している」が 71.3％、「利用していな

い」が 17.3％となっており、介護サービスを利用している回答者が約７割を占めています。 

 

4-4 介護保険サービスを利用している方のみにお聞きします。 
サービスを利用することにより、あなた自身にどのような変化がありましたか。

【在宅認定者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護保険サービスを利用することによる変化をみると、「以前とほとんど変わらない」が

48.1％と最も高くなっています。次いで、「以前より自分でできることが増えた」が 23.4％

となっています。 
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25.5

22.9

18.2

27.8

14.2

16.7

18.2

22.2

47.6

51.0

51.5

36.1

7.5

8.3

6.3

7.6

5.6

4.5

3.1

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援１(N=267)

要支援２(N=96)

要介護１(N=66)

要介護２(N=36)

以前より自分でできることが増えた

自分でしないことが多くなり、以前より自分でできることが減った

以前とほとんど変わらない

その他

不明・無回答

<単数回答> 在宅認定者

 

○要介護度別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※サンプル数（N）が少なかったため、要介護３～５は省略 

要介護度別にみると、「以前より自分でできることが増えた」については要介護２が最も高

くなっているものの、「自分でしないことが多くなり、以前より自分でできることが減った」

についても、同様に要介護２が最も高くなっています。 

 

○その他【在宅認定者】 

・娘への介護の負担が減った  ・現状維持はサービス利用のおかげ 

・ふだん注意しているから 

・これからも悪くならないように努力しようと思います 

・一人だからなるだけ自分でしようと思っている 

・家ばかりいるので気分転換になる 

・多くの人と会うのが楽しみ 

・家にいると部屋でゴロゴロしているが、デイサービスセンターに出掛ける日は早起きし､

身なりを整えて自分で動いている 

・家の中がきれいになった 

・立てないので掃除は全然できないため、ヘルパーさんを利用できて大変助かる 

・毎日が楽しく明るくなりました（支援を受けています）精神的に強くなりました 

・以前よりいろいろなことができなくなった 

・保険サービスを利用させていただき助かっており感謝いたしております 

・２～３年前よりデイサービスを利用していますが、生活に潤いがでてきました。他の利

用者の方との会話が楽しい 
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52.7

27.5

1.4

0.8

12.8

4.8

0% 20% 40% 60%

満足している

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満

不満

どちらとも言えない

不明・無回答

<単数回答>
N=499

在宅認定者

50.4

6.6

7.4

7.4

9.1

3.3

15.7

14.9

0% 20% 40% 60%

介護してくれる人（家族
など）がいる

他人を家に入れたくない

手続きが面倒で利用
しにくい

利用したいサービスが
ない

利用料が高い

病院に入院している

その他

不明・無回答

<単数回答>
N=499

在宅認定者

 

4-5 介護保険サービスを利用している方のみにお聞きします。 
担当のケアマネジャーの対応について、どう感じていますか。【在宅認定者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ケアマネジャーの対応への印象をみると、「満足している」が 52.7％と最も高く、次いで、

「どちらかといえば満足」が 27.5％となっており、多くの回答者が現在のケアマネジャーの

対応に満足している結果となっています。 

 

4-6 介護保険サービスを利用していない方のみにお聞きします。 
サービスを利用しない理由は何ですか。【在宅認定者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護保険サービスを利用しない理由をみると、「介護してくれる人（家族など）がいる」が

50.4％と最も高い割合を占めています。次いで、「利用料が高い」が 9.1％、「手続きが面倒

で利用しにくい」と「利用したいサービスがない」が 7.4％となっています。 
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○その他【在宅認定者】 

・現在元気なため   ・忘れていた 

・生活保護を受けているから  ・足が痛い  

・利用したが、本人の意識が低下しているため､効果が今ない 

・３月まではデイケアに通所していたが、現在２か月くらい休んでいる 

・サービスを受けなくて自分ができるから 

・今のところは使わなくてよい 

・自分でなんとかやっていけるから。できるだけ自分でしないとできなくなるから 

・１回目の退院後ヘルパーを頼んだが、体の調子が良くなり断った。また、２回目の入院

となり、退院後がヘルパーを使用するか未定です。 

・特にこれという運動など、リハビリもないので自宅で自分でする 
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4-7 以下の介護保険サービス（居宅サービス・地域密着型サービス）について、そ
れぞれの利用状況・満足度・今後の利用意向を教えてください。【在宅認定者】 

○利用状況 

単位：％ 

 利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て
い
な
い 

不
明
・
無
回
答 

①訪問介護・介護予防訪問介護（ホームヘルプ） 29.7 45.3 25.0 

②訪問入浴介護・介護予防訪問入浴介護 2.4 62.9 34.7 

③訪問看護・介護予防訪問看護 11.3 60.7 28.0 

④訪問リハビリテーション・介護予防訪問リハビリテーション 4.7 66.1 29.1 

⑤居宅療養管理指導・介護予防居宅療養管理指導 3.9 67.0 29.1 

⑥通所介護・介護予防通所介護（デイサービス） 43.3 36.7 20.0 

⑦通所リハビリテーション・介護予防通所リハビリテーション 

（デイケア） 
20.4 53.1 26.4 

⑧短期入所生活介護・介護予防短期入所生活介護 

（ショートステイ） 
7.3 63.4 29.3 

⑨短期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護 

（ショートステイ） 
2.9 68.6 28.6 

⑩特定施設入居者生活介護・介護予防特定施設入居者生活介護 2.0 68.3 29.7 

⑪福祉用具貸与・介護予防福祉用具貸与 11.6 58.6 29.9 

⑫特定福祉用具販売・特定介護予防福祉用具販売 9.6 60.9 29.6 

⑬住宅改修費の支給 22.6 50.1 27.3 

⑭認知症対応型通所介護・介護予防認知症対応型通所介護 3.0 65.0 32.0 

⑮小規模多機能型居宅介護・介護予防小規模多機能型居宅介護 1.1 70.0 28.9 

⑯認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護 

（グループホーム） 
0.9 69.4 29.7 

⑰夜間対応型訪問介護 0.9 69.7 29.4 

 

 介護保険サービスの利用状況をみると、「⑥通所介護・介護予防通所介護（デイサービス）」

が 43.3％、「①訪問介護・介護予防訪問介護（ホームヘルプ）」が 29.7％、「⑬住宅改修費の

支給」が 22.6％、「⑦通所リハビリテーション・介護予防通所リハビリテーション（デイケ

ア）」が 20.4％と特に高くなっています。 
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○満足度 

単位：％ 

 満
足 

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い 

不
満 

不
明
・
無
回
答 

①訪問介護・介護予防訪問介護（ホームヘルプ） 74.5 14.9 1.4 9.1 

②訪問入浴介護・介護予防訪問入浴介護 52.9 17.6 0.0 29.4 

③訪問看護・介護予防訪問看護 73.4 15.2 0.0 11.4 

④訪問リハビリテーション・介護予防訪問リハビリテーション 60.6 27.3 0.0 12.1 

⑤居宅療養管理指導・介護予防居宅療養管理指導 81.5 3.7 0.0 14.8 

⑥通所介護・介護予防通所介護（デイサービス） 73.3 17.5 0.3 8.9 

⑦通所リハビリテーション・介護予防通所リハビリテーション 

（デイケア） 
66.4 17.5 0.7 15.4 

⑧短期入所生活介護・介護予防短期入所生活介護 

（ショートステイ） 
76.5 17.6 0.0 5.9 

⑨短期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護 

（ショートステイ） 
70.0 15.0 0.0 15.0 

⑩特定施設入居者生活介護・介護予防特定施設入居者生活介護 64.3 7.1 0.0 28.6 

⑪福祉用具貸与・介護予防福祉用具貸与 69.1 13.6 0.0 17.3 

⑫特定福祉用具販売・特定介護予防福祉用具販売 68.7 11.9 1.5 17.9 

⑬住宅改修費の支給 71.5 10.8 1.9 15.8 

⑭認知症対応型通所介護・介護予防認知症対応型通所介護 42.9 14.3 0.0 42.9 

⑮小規模多機能型居宅介護・介護予防小規模多機能型居宅介護 62.5 37.5 0.0 0.0 

⑯認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護 

（グループホーム） 
16.7 33.3 0.0 50.0 

⑰夜間対応型訪問介護 50.0 33.3 0.0 16.7 

 

 介護保険サービスの満足度をみると、それぞれ「不満」はほとんどみられない結果となっ

ています。「満足」の割合については、おおむね半数を超えて高くなっていますが、特に「⑤

居宅療養管理指導・介護予防居宅療養管理指導」が 81.5％、「⑧短期入所生活介護・介護予

防短期入所生活介護（ショートステイ）」が 76.5％、「①訪問介護・介護予防訪問介護（ホー

ムヘルプ）」が 74.5％と高くなっています。 
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○利用者の今後の利用意向 

単位：％ 

 引
き
続
き
利
用
し
た
い 

利
用
を
や
め
た
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

①訪問介護・介護予防訪問介護（ホームヘルプ） 88.0 0.5 2.4 9.1 

②訪問入浴介護・介護予防訪問入浴介護 64.7 0.0 5.9 29.4 

③訪問看護・介護予防訪問看護 87.3 1.3 5.1 6.3 

④訪問リハビリテーション・介護予防訪問リハビリテーション 66.7 3.0 18.2 12.1 

⑤居宅療養管理指導・介護予防居宅療養管理指導 88.9 0.0 3.7 7.4 

⑥通所介護・介護予防通所介護（デイサービス） 88.8 0.3 3.0 7.9 

⑦通所リハビリテーション・介護予防通所リハビリテーション 

（デイケア） 
83.2 0.7 4.2 11.9 

⑧短期入所生活介護・介護予防短期入所生活介護 

（ショートステイ） 
84.3 2.0 7.8 5.9 

⑨短期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護 

（ショートステイ） 
75.0 0.0 10.0 15.0 

⑩特定施設入居者生活介護・介護予防特定施設入居者生活介護 71.4 0.0 0.0 28.6 

⑪福祉用具貸与・介護予防福祉用具貸与 77.8 0.0 4.9 17.3 

⑫特定福祉用具販売・特定介護予防福祉用具販売 74.6 0.0 7.5 17.9 

⑬住宅改修費の支給 65.2 0.0 9.5 25.3 

⑭認知症対応型通所介護・介護予防認知症対応型通所介護 57.1 0.0 0.0 42.9 

⑮小規模多機能型居宅介護・介護予防小規模多機能型居宅介護 75.0 0.0 0.0 25.0 

⑯認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護 

（グループホーム） 
66.7 0.0 0.0 33.3 

⑰夜間対応型訪問介護 66.7 0.0 0.0 33.3 

 

 サービス利用者の今後の利用意向をみると、すべての項目において「引き続き利用したい」

が最も高くなっており、「利用をやめたい」はほぼみられない結果となっています。 
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○未利用者の今後の利用意向 

単位：％ 

 利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

①訪問介護・介護予防訪問介護（ホームヘルプ） 13.2 19.2 51.1 16.4 

②訪問入浴介護・介護予防訪問入浴介護 7.5 24.8 48.2 19.5 

③訪問看護・介護予防訪問看護 15.1 17.2 45.6 22.1 

④訪問リハビリテーション・介護予防訪問リハビリテーション 11.2 22.5 43.0 23.3 

⑤居宅療養管理指導・介護予防居宅療養管理指導 9.8 19.8 46.1 24.3 

⑥通所介護・介護予防通所介護（デイサービス） 11.3 24.1 37.7 26.8 

⑦通所リハビリテーション・介護予防通所リハビリテーション 

（デイケア） 
11.6 19.9 46.8 21.8 

⑧短期入所生活介護・介護予防短期入所生活介護 

（ショートステイ） 
12.2 19.6 45.0 23.2 

⑨短期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護 

（ショートステイ） 
9.4 18.5 49.6 22.5 

⑩特定施設入居者生活介護・介護予防特定施設入居者生活介護 4.8 22.0 51.3 22.0 

⑪福祉用具貸与・介護予防福祉用具貸与 17.1 16.3 45.1 21.5 

⑫特定福祉用具販売・特定介護予防福祉用具販売 19.2 13.4 45.5 21.8 

⑬住宅改修費の支給 27.4 13.7 39.0 19.9 

⑭認知症対応型通所介護・介護予防認知症対応型通所介護 8.4 16.9 54.3 20.4 

⑮小規模多機能型居宅介護・介護予防小規模多機能型居宅介護 6.9 14.3 54.5 24.3 

⑯認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護 

（グループホーム） 
6.8 18.7 52.9 21.6 

⑰夜間対応型訪問介護 4.9 17.8 53.9 23.4 

 

 サービス未利用者の今後の利用意向をみると、ほとんどの項目において「わからない」が

最も高くなっているものの、「利用したい」については、「⑬住宅改修費の支給」が 27.4％、

「⑫特定福祉用具販売・特定介護予防福祉用具販売」が 19.2％、「⑪福祉用具貸与・介護予

防福祉用具貸与」が 17.1％と比較的高くなっています。 
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よくわから
ない
39.8% だいたい

理解
している
45.7%

十分理解
している
6.8%

不明・
無回答
7.7%

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

だいたい
理解
している
38.1%

不明・
無回答
15.6%

十分理解
している
4.3%

よくわから
ない
42.0%

<単数回答>
N=700

在宅認定者

27.1

21.9

19.6

13.7

13.3

11.3

36.4

37.9

40.3

22.7

27.0

28.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

②介護老人保健施設
（老人保健施設）

③介護療養型医療施設
（療養病床等）

入所したい 入所する気はない わからない 不明・無回答

<単数回答>
N=700

在宅認定者

 

4-8 以下の施設サービスについて、将来的に、もし介護が必要となった場合の入所
の意向をそれぞれ教えてください。【在宅認定者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護が必要となった場合の施設への入所意向をみると、３施設ともに「わからない」が最

も高くなっているものの、「入所したい」については、「①介護老人福祉施設」が 27.1％となっ

ており、他の２施設についても２割前後を占めています。 

 

4-9 介護保険制度の仕組みをご存じですか。【共通】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護保険制度の理解状況をみると、一般高齢者において「だいたい理解している」が 45.7％

と最も高く、次いで「よくわからない」が 39.8％となっています。 

 一方、在宅認定者においては、「よくわからない」が 42.0％と最も高く、次いで、「だいた

い理解している」が 38.1％となっています。 
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52.0

57.3

46.2

43.0

43.5

22.6

18.8

5.0

8.5

0% 20% 40% 60% 80%

要介護認定

サービスの種類や内容

サービスの利用方法

介護保険料

サービスの利用者負担

介護サービス計画
（ケアプラン）

トラブルやサービスの
利用に関する相談窓口

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=398

一般高齢者

41.5

51.4

41.2

42.2

41.2

23.8

18.4

10.5

14.6

0% 20% 40% 60%

要介護認定

サービスの種類や内容

サービスの利用方法

介護保険料

サービスの利用者負担

介護サービス計画
（ケアプラン）

トラブルやサービスの
利用に関する相談窓口

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=294

在宅認定者

 

4-10 介護保険制度についてよくわからない方のみにお聞きします。よくわからない
のは、どんなことですか。【共通】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護保険制度についてわからないことをみると、各対象者において「サービスの種類や内

容」が高く、一般高齢者では 57.3％、在宅認定者では 51.4％となっています。次いで、一般

高齢者では「要介護認定」が 52.0％、在宅認定者では「介護保険料」が 42.2％と続いていま

す。 

 

○その他【一般高齢者】 

・今は関心がない   ・まだ考えたことがない 

・介護のことは考えてこなかった ・まだ、その段階に達していないから 

・別に今のところ必要ない  ・年齢的に経験があるので 

・現在必要がないのでわからない ・全般 

・65 歳の誕生日を迎えるすべての者を対象に、年１回でも説明会か講習会を開催すべき 

・現時点では必要ないと思っているので、関心ない 

・介護を受ける人が今のところ話を聞いたこともないのでわからない 

・勉強不足ですみません 
 

○その他【在宅認定者】 

・難しいことはよくわからない  ・すべて 

・全体にわからない   ・ケアマネに聞く 

・何もわからない   ・内容的ほとんどわからない 

・全般 

・制度について 100％理解している人は皆無だと思います。地区ごとに説明会が必要 
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9.3

26.0

20.3

27.4

5.0

12.0

0% 10% 20% 30% 40%

保険料が高くても、
介護サービスが十分に
あったほうがよい

介護サービスが少なく
なってもいいから、今より
保険料が安いほうがよい

保険料の額も介護
サービスも今くらいの

水準がよい

わからない

その他

不明・無回答

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

11.9

14.9

31.9

24.7

3.3

13.4

0% 10% 20% 30% 40%

保険料が高くても、
介護サービスが十分に
あったほうがよい

介護サービスが少なく
なってもいいから、今より
保険料が安いほうがよい

保険料の額も介護
サービスも今くらいの

水準がよい

わからない

その他

不明・無回答

<単数回答>
N=700

在宅認定者

 

・家族がいるから（困っていないので）今のところは 

・説明を受けた時はわかるが、時間（日数）がたつと忘れてしまうこともある 

 

4-11 介護保険の保険料についてどのようにお考えですか。【共通】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護保険料に対する考え方をみると、一般高齢者において「わからない」の割合が 27.4％

と最も高くなっています。次いで「介護サービスが少なくなっていもいいから、今より保険

料が安いほうがよい」が 26.0％となっています。 

 一方、在宅認定者においては、「保険料の額も介護サービスも今くらいの水準がよい」の割

合が 31.9％と最も高くなっています。 
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11.2

12.8

13.8

10.0

10.2

12.9

10.0

12.8

16.0

18.1

10.0

18.2

13.6

32.1

29.8

27.7

30.0

33.6

35.6

33.3

24.5

23.4

23.4

24.1

26.5

36.7

5.1

6.4

20.0

14.3

11.7

14.9

30.0

12.4

10.6

16.7
3.3

0.0

1.5

0.8

0.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平戸北部地区(N=196)

平戸中部地区(N=94)

平戸南部地区(N=94)

度島地区(N=10)

生月町(N=137)

田平町(N=132)

大島村(N=30)

保険料が高くても、介護サービスが十分にあったほうがよい

介護サービスが少なくなってもいいから、今より保険料が安いほうがよい
保険料の額も介護サービスも今くらいの水準がよい

わからない
その他

不明・無回答

<単数回答> 在宅認定者

 

○居住地域別クロス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.4

10.4

10.6

12.5

6.0

22.4

24.3

31.8

36.8

28.0

23.4

26.5

20.0

31.3

19.7

13.2

18.5

21.0

15.9

30.6

20.0

25.0

18.4

22.6

32.3

33.6

6.1

7.9

9.8

7.8

9.1

21.1

14.3

12.0

15.9

2.6

4.4

5.9

3.8

4.2

3.5

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平戸北部地区(N=255)

平戸中部地区(N=115)

平戸南部地区(N=132)

度島地区(N=38)

生月町(N=168)

田平町(N=167)

大島村(N=113)

保険料が高くても、介護サービスが十分にあったほうがよい

介護サービスが少なくなってもいいから、今より保険料が安いほうがよい

保険料の額も介護サービスも今くらいの水準がよい

わからない

その他

不明・無回答

<単数回答> 一般高齢者 
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一般高齢者を居住地域別にみると、「保険料が高くても、介護サービスが十分にあったほう

がよい」は生月町が 12.5％と最も高く、「介護サービスが少なくなってもいいから、今より

保険料が安いほうがよい」は度島地区が 36.8％と最も高く、「保険料の額も介護サービスも

今くらいの水準がよい」は平戸中部地区が 31.3％と最も高くなっています。 

在宅認定者を居住地域別にみると、「保険料が高くても、介護サービスが十分にあったほう

がよい」は平戸南部地区が 13.8％と最も高く、「介護サービスが少なくなってもいいから、

今より保険料が安いほうがよい」は生月町が 18.2％で最も高くなっています。 

 

○その他【一般高齢者】 

・高すぎる（２）   ・保険料が高いと思う（２） 

・保険料を安く、介護時間を短く ・保険料が安いほうがよい 

・任意加入がよいと思う  ・国民年金のため、保険料を安くしてほしい 

・年金生活者であり、あまり望めない 

・保険料が安く、介護サービスも十分な方がよい 

・保険料を安くし、サービスの充実 

・１に賛同したいが収入源（年金など）が心配 

・１、２が十分に介護サービスに盛り込まれたらよい 

・介護サービスは十分ほしいが、保険料が少し安くならないものか 

・行政の無駄を省くこと｡また、行政の下請け関係も見なおすべきだ 

・保険料を引かれ、たったの 4 万円の年金と遺族年金 3,400 円でやっとで生活している状

態なので、とてもやっていけません 

・保険料は所得によって決められているようだが、割高感が強い。広く浅く負担も公平な

制度にしてほしい 

・介護サービスは今までのままで、保険料を安くしてほしい 

・年金生活で保険料が高くては受けることができない 

・無駄な介護もあるので見直してほしい 

・保険料は安いほうがよいが、国の責任において、全額無料が望ましい 

・介護保険の保険料が所得によって差額があるということ 

・利用していないのでよくわからない 

・今は元気・・・・20年後・30年後は、高い保険料を納めて、いざ必要になった時、介護

サービスが受けられるかが心配です 

・皆受けられるのですか？そこが知りたいです。 

・介護を受けたくても、低所得者には受けられない 

・介護サービス、保険料今以上に悪くならないことを望む 

・ひとり暮らしが必然なので、将来の不安をなくすために介護保険の充実をしてほしい 

・保険料については、国の負担率をもっと上げるべし 
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・介護保険料が益々高くなりましたね 

・消費税を上げて、福祉関係を充実させたほうがよい 

・保険料の額が安くなって、介護サービスが十分なほうがよい 

・もし介護が必要でない人は、納めた保険金は返していただけますか 

・サービスが受けられないのに支払わなくてはいけないのか 

・保険料も安くサービスの充実、保険料が高い 

・誰でも保険料、安いほうがいいですよね。でも、１番に○します 

・年金と同じで、今元気な人は、高い保険料を納めるだけで、今、サービスを受けている

人と同じには、受けられないのではと不安です 

・保険料が適正に利用されるように望みます 

・健康な人は保険料は三分の一でよいと思う 

・保険料は取らないでほしい、高すぎる 

 

○その他【在宅認定者】 

・払わなくてはいけない人は払う ・安くしてほしい 

・保険料がちょっと高い  ・保険料は安く、サービスは今ぐらい 

・保険料はそのままで介護サービスが十分にあった方がよい 

・老人みんな保険料を支払っているので、誰でも利用できるようにしてほしい 

・介護サービスが密で十分であって保険料が安い方がよい 

・原爆手帳利用でサービスしていただき感謝しております 

・75 歳以上より後期高齢者医療制度に伴い、保険料を徴収せず、よりよい介護サービスを

求めます 

・保険料が今のままで介護サービスを上げてほしい 

・保険料なしでサービスの保証をしてほしい 

・保険料は安くなり介護サービスが十分になるのがよい 

・保険料が高いので利用するのが大変です 

・少ない年金からの今の保険料は高いと思う 

・保険料が安くサービスも十分あったがよい 

・人さまから世話になっているので今のままでよい 

・保険料が高くなくてもサービスの充実があった方がよい 

・保険料を上げる場合は介護サービスを現在より高い水準へ 
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9.9

21.6

23.2

49.6

14.3

40.5

10.1

17.0

4.1

10.1

0% 20% 40% 60%

特に不満はない

制度の内容が難しいこと

これまでの制度と比べ、
良くなった点がわからないこと

保険料の負担が大きいこと

サービスを利用していないため、
自分には不要な制度であると

思えること

生活が苦しい人にとって、負担が
大きい制度であると思えること

要介護認定やサービス利用の
手続きが面倒なこと

施設に入所したくてもすぐには
入れないこと

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=1,000

一般高齢者

23.0

30.0

28.1

33.3

2.6

30.0

14.3

19.0

3.6

13.4

0% 10% 20% 30% 40%

特に不満はない

制度の内容が難しいこと

これまでの制度と比べ、
良くなった点がわからないこと

保険料の負担が大きいこと

サービスを利用していないため、
自分には不要な制度であると

思えること

生活が苦しい人にとって、負担が
大きい制度であると思えること

要介護認定やサービス利用の
手続きが面倒なこと

施設に入所したくてもすぐには
入れないこと

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=700

在宅認定者

 

4-12  介護保険制度は、平成 18年 4月に大きくその仕組みが変わりました。 
この制度について、不満に思う点がありますか。【共通】 
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 介護保険制度について不満に思うことをみると、各対象者において「保険料の負担が大き

いこと」が最も高く、一般高齢者では 49.6％、在宅認定者では 33.3％となっています。 

 

○その他【一般高齢者】 

・あまりよくわかっていない  ・制度が飲み込めていない 

・制度について、考える暇がない ・今まで関心がなかった 

・独居老人では、手続きは面倒だと思う 

・認定については、適正に行われているのだろうか 

・介護サービスを受けていないので、わかりません 

・国に任せずに自分たちで老人介護をしてほしい 

・90 歳を過ぎた者からも相応に保険料を徴収している。要介護支援の区別基準が厳しく

なった 

・お金の少ない人は、無料希望。 

・医療保険と介護保険の併用ができなくなる 

・制度の開始時は勉強しましたが、改正時は勉強していません 

・仕組み変化の内容が全くわかりません 

・施設への自己負担が多いため、入所したくても入れない者が多いと思います 

・豊かな人は、いつの時代もどんな時も困ることはないが、そうでない人は、いつも貧に

小さくされていると思う 

・高齢者も一律に線引きしないで、健康状態に応じたキメ細やかな制度にしてもらいたい 

 

○その他【在宅認定者】 

・わからない 

・要望に応えてほしい（例えは要介護度にかかわらず、痛いところなど見てほしい、平成

18年度以前はそれができていた） 

・勉強不足の人々にわかりづらいし、教えてくれるシステムがない 

・盲人に対しての制度がない 

・私たち年金暮らしの者にとって負担が大きいと思う 

・要支援なので午前中でちょうどよいと思う 

・一度会っただけで要介護度を決める事に不満 

・新制度になってからの介護認定が非常にきびしくなった 

・要介護認定の判定が医師の診断書１つで左右されておりまちまちでおかしい 

・平成 18年までは利用がないので答えられない 

・要支援１から要支援２と要介護１の認定があいまい 

・視覚障害者にとってはもっと利用時間を増やしてほしい 
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33.7

17.7

49.9

36.3

21.7

2.5

20.7

0% 20% 40% 60%

介護の方法に関する
情報提供

介護に対する職場や
地域の理解

介護用品の支給やサービス
利用料の軽減など、経済的
負担に対する支援

一時的な預かりなど、身体的
負担に対する支援

悩みごとの相談や介護者
どうしの集まりなど、精神的
負担に対する支援

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=1,000

一般高齢者

29.4

13.0

35.6

25.6

16.3

4.7

34.3

0% 10% 20% 30% 40%

介護の方法に関する
情報提供

介護に対する職場や
地域の理解

介護用品の支給やサービス
利用料の軽減など、経済的
負担に対する支援

一時的な預かりなど、身体的
負担に対する支援

悩みごとの相談や介護者
どうしの集まりなど、精神的
負担に対する支援

その他

不明・無回答

<複数回答>
N=700

在宅認定者

 

4-13 在宅で介護をする家族に対しては、どのような支援や理解が必要だと思います
か。【共通】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 在宅介護をする家族に対して必要な支援や理解をみると、各対象者において「介護用品の

支給やサービス利用料の軽減など、経済的負担に対する支援」が最も高く、一般高齢者では

49.9％、在宅認定者では 35.6％となっています。 

 

○その他【一般高齢者】 

・往診してくださる先生・看護師の獲得 

・自分の家庭に合った介護をしてほしい 

・介護を受けたことがありませんので、何もわかりません 

・ビデオなどによる研修が必要になった時 

・介護に当てはまることには、すべてに支援を 

・そもそも家族が介護することが原点であり、すべての支援は必要性が高い 

・介護をしやすくするための改築などの支援策 

・家族で介護する者には、補助金を出す。施設の数にも限界があります      など 

 

○その他【在宅認定者】 

・わからない    ・理解できているので助かっている 

・ひとり暮らしなのでわからない ・特にない 
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3.2

14.8

21.9

55.9

4.2

0% 20% 40% 60% 80%

参加している
（したことがある）

参加したことはないが、
知っている

聞いたことがある

知らない

不明・無回答

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

26.3

30.4

28.4

9.8

7.5

21.9

4.9

29.3

14.1

0% 10% 20% 30% 40%

転倒予防や骨折の予防の
ための運動指導

体力や筋力を向上させる
ためのトレーニング

食生活や栄養改善など、
食事に関する講習

うつ病の改善や予防に
関する相談

むせ、飲み込みや口の中の
手入れなどに関する講習

認知症の予防に関する相談

閉じこもりの防止に関する
相談

特にない

不明・無回答

<複数回答>
N=1,000

一般高齢者

 

4-14 平戸市では、このままだと介護が必要になるおそれのある高齢者を対象に、介
護予防事業を実施しています。あなたは、「介護予防事業」について知っていま

すか。【一般高齢者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護予防事業の認知状況をみると、「知らない」が 55.9％と最も高くなっています。次い

で、「聞いたことがある」が 21.9％、「参加したことはないが、知っている」が 14.8％となっ

ています。 

 

4-15 「介護予防事業」には、要介護（支援）状態になることを予防するために行う、
以下の選択肢のような事業があります。この中で、やってみたい・知りたいと

思うものはありますか。【一般高齢者】 
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1.5

8.8

3.8

21.2

57.7

7.0

0% 20% 40% 60% 80%

利用したことがある

どういうところか
知っている

場所は知っている

名前は聞いたことがある

知らない

不明・無回答

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

10.6

6.4

5.9

15.9

45.0

16.3

0% 20% 40% 60%

利用したことがある

どういうところか
知っている

場所は知っている

名前は聞いたことがある

知らない

不明・無回答

<単数回答>
N=700

在宅認定者

 

 興味のある介護予防事業メニューをみると、「体力や筋力を向上させるためのトレーニン

グ」が 30.4％と最も高くなっています。次いで、「特にない」が 29.3％、「食生活や栄養改善

など、食事に関する講習」が 28.4％となっています。 

 

○居住地域別 

単位：％ 

 標
本
数 

転
倒
予
防
や
骨
折
の
予
防
の 

た
め
の
運
動
指
導 

体
力
や
筋
力
を
向
上
さ
せ
る 

た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

食
生
活
や
栄
養
改
善
な
ど
、 

食
事
に
関
す
る
講
習 

う
つ
病
の
改
善
や
予
防
に 

関
す
る
相
談 

む
せ
、
飲
み
込
み
や
口
の
中
の 

手
入
れ
な
ど
に
関
す
る
講
習 

認
知
症
の
予
防
に
関
す
る
相
談 

閉
じ
こ
も
り
の
防
止
に
関
す
る 

相
談 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

全体 
1,000 

100.0 

263 

26.3 

304 

30.4 

284 

28.4 

98 

9.8 

75 

7.5 

219 

21.9 

49 

4.9 

293 

29.3 

141 

14.1 

平戸北部地区 255 25.9 34.5 26.3 8.6 8.6 23.5 7.1 33.3 12.5 

平戸中部地区 115 33.0 28.7 32.2 11.3 12.2 22.6 4.3 27.8 10.4 

平戸南部地区 132 30.3 25.0 32.6 8.3 7.6 22.7 3.0 29.5 12.9 

度島地区 38 26.3 23.7 21.1 2.6 10.5 15.8 - 15.8 23.7 

生月町 168 22.6 35.7 23.2 14.9 4.2 25.0 3.0 23.8 15.5 

田平町 167 19.8 29.3 30.5 7.2 5.4 15.0 6.0 37.7 12.6 

大島村 113 29.2 25.7 32.7 9.7 8.0 23.9 5.3 23.0 16.8 

 

居住地域別にみると、生月町において「体力や筋力を向上させるためのトレーニング」の

割合が 35.7％と高くなっています。 

 

4-16 あなたは、介護予防の拠点であり、高齢者介護に関する相談窓口である「地域
包括支援センター」について知っていますか。【共通】 
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8.3

20.0

27.1

17.0

1.7

0.7

5.7

8.7

0.3

10.4

0% 10% 20% 30% 40%

自宅で、誰の介護も借りずに

生活したい

自宅で、家族による介護を
受けながら生活したい

自宅で、介護サービスを
利用しながら生活したい

自宅を中心として、通所や泊ま
り・訪問などの介護サービスを利

用しながら生活したい

グループホームで生活したい

有料老人ホームで生活したい

介護保険施設に入所したい

わからない

その他

不明・無回答

<単数回答>
N=700

在宅認定者

4.5

19.4

22.9

19.7

1.9

2.2

8.6

14.7

1.3

4.8

0% 10% 20% 30%

自宅で、誰の介護も借りずに
生活したい

自宅で、家族による介護を受
けながら生活したい

自宅で、介護サービスを利用
しながら生活したい

自宅を中心として、通所や泊
まり・訪問などの介護サービス
を利用しながら生活したい

グループホームで生活したい

有料老人ホームで生活したい

介護保険施設に入所したい

わからない

その他

不明・無回答

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

 

 地域包括支援センターの認知状況をみると、各対象者において「知らない」が半数前後と

最も高くなっています。次いで、「名前は聞いたことがある」が一般高齢者では 21.2％、在

宅認定者では 15.9％となっています。 

 

4-17 もし、あなたに介護が必要になった場合には、どのような生活をしたいと思い
ますか。【一般高齢者】 

／あなたは、今後どのような生活をしたいと思いますか。【在宅認定者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護が必要になった場合、もしくは今後の生活の意向をみると、各対象者において「自宅

で、介護サービスを利用しながら生活したい」の割合が最も高く、一般高齢者では 22.9％、

在宅認定者では 27.1％となっています。 

 

○その他【一般高齢者】 

・今のところわからない 

・体が悪いので、入院しか選択肢がない 

・必要とならないため、目標は生涯現役、ポックリあの世行き 

・一人になった場合は、まだ考えが違うと思う 

・子どもの同意がいるが・・・あくまでも私の希望 

・他人の手を借りてまで、長生きしたくない。動けなくなったら、ポックリ旅立つ 

・子どもの所に行って家族による介護を受けながら生活したい         など 
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67.5

58.5

34.7

22.7

6.6

50.2

26.3

35.8

25.3

9.2

33.1

15.1

35.0

5.7

3.4

15.7

7.7

19.8

0% 20% 40% 60% 80%

訪問介護・介護予防訪問介護

（ホームヘルプ）

訪問入浴介護・介護予防訪問
入浴介護

訪問看護・介護予防訪問看護

訪問リハビリテーション・介護予防

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導・介護予防

居宅療養管理指導

通所介護・介護予防通所介護

（デイサービス）

通所リハビリテーション・介護予防
通所リハビリテーション（デイケア）

短期入所生活介護・介護予防短期
入所生活介護（ショートステイ）

短期入所療養介護・介護予防短期

入所療養介護（ショートステイ）

特定施設入居者生活介護・介護

予防特定施設入居者生活介護

福祉用具貸与・介護予防福祉
用具貸与

特定福祉用具販売・特定介護予防
福祉用具販売

住宅改修費の支給

認知症対応型通所介護・介護予防

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護・介護

予防小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護・

介護予防認知症対応型共同
生活介護（グループホーム）

夜間対応型訪問介護

不明・無回答

<複数回答>
N=1,000

一般高齢者

 

○その他【在宅認定者】 

・養護老人ホームに入所したい 

・わずかな年金でできるか心配です 

 

4-18 以下の介護保険サービス（居宅サービス・地域密着型サービス）について、知っ
ているものを教えてください。【一般高齢者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護保険サービス種類別の認知状況をみると、「訪問介護・介護予防訪問介護（ホームヘル

プ）」の割合が 67.5％と最も高く、次いで、「訪問入浴介護・介護予防訪問入浴介護」が 58.5％、

「通所介護・介護予防通所介護（デイサービス）」が 50.2％となっています。 



 

 
 

-58- 

35.1

24.1

26.2

32.3

19.9

44.4

53.2

51.0

44.9

56.4

17.7

20.4

20.6

19.3

20.6

2.8

2.3

2.2

3.5

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

介護老人保健施設
（老人保健施設）

介護療養型医療施設
（療養病床等）

養護老人ホーム

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

足りている 不足している わからない 不明・無回答

<単数回答>
N=1,000

一般高齢者

29.4

42.6

39.4

18.4

47.0

31.1

31.0

55.3

33.9

40.2

42.1

32.7

50.3

44.2

11.0

20.9

18.2

36.8

17.9

15.0

24.8

0.0

3.6

2.4

2.6

2.3

2.6

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平戸北部地区(N=255)

平戸中部地区(N=115)

平戸南部地区(N=132)

度島地区(N=38)

生月町(N=168)

田平町(N=167)

大島村(N=113)

足りている 不足している わからない 不明・無回答

<単数回答> 一般高齢者

 

4-19 次の福祉施設等の整備状況についてどう思いますか。【一般高齢者】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉施設の整備状況に対する印象をみると、各福祉施設ともに「わからない」の割合が最

も高くなっています。 

 また、「不足している」については、「介護老人福祉施設」が 35.1％、「養護老人ホーム」

が 32.3％と特に高くなっています。 

 

○居住地域別 

【介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）】 
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24.7

27.0

25.8

15.8

32.1

18.0

18.6

61.2

47.8

51.5

36.8

43.5

59.9

54.0

11.4

23.5

22.0

44.7

22.6

17.4

27.4

0.0

4.8

2.7

1.7

0.8

2.6

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平戸北部地区(N=255)

平戸中部地区(N=115)

平戸南部地区(N=132)

度島地区(N=38)

生月町(N=168)

田平町(N=167)

大島村(N=113)

足りている 不足している わからない 不明・無回答

<単数回答> 一般高齢者

26.3

33.0

28.0

21.1

33.3

19.2

19.5

60.0

40.0

47.7

31.6

43.5

59.3

53.1

11.0

25.2

23.5

42.1

22.0

18.0

27.4

0.0

3.6

1.2

5.3

0.8

1.7

2.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

平戸北部地区(N=255)

平戸中部地区(N=115)

平戸南部地区(N=132)

度島地区(N=38)

生月町(N=168)

田平町(N=167)

大島村(N=113)

足りている 不足している わからない 不明・無回答

<単数回答> 一般高齢者

 

【介護老人保健施設（老人保健施設）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護療養型医療施設（療養病床等）】 
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31.4

38.3

32.6

21.1

39.9

25.1

32.7

53.3

34.8

44.7

31.6

36.3

54.5

40.7

11.8

21.7

21.2

42.1

21.4

15.0

25.7

3.5

5.2

1.5

5.3

2.4

5.4

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平戸北部地区(N=255)

平戸中部地区(N=115)

平戸南部地区(N=132)

度島地区(N=38)

生月町(N=168)

田平町(N=167)

大島村(N=113)

足りている 不足している わからない 不明・無回答

<単数回答> 一般高齢者

19.6

20.9

22.0

18.4

24.4

16.2

17.7

65.9

50.4

53.0

39.5

47.6

62.9

54.9

11.4

25.2

24.2

42.1

22.0

16.8

27.4

0.0

4.2

6.0

0.0

0.8

3.5

3.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

平戸北部地区(N=255)

平戸中部地区(N=115)

平戸南部地区(N=132)

度島地区(N=38)

生月町(N=168)

田平町(N=167)

大島村(N=113)

足りている 不足している わからない 不明・無回答

<単数回答> 一般高齢者

 

【養護老人ホーム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【認知症対応型共同生活介護（グループホーム）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




